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管 理 栄 養 士 は 、医 師 の 指 示 の も と 、入 院 患 者 さ ん ひ と り ひ と り

の 栄 養 状 態 、 健 康 状 態 な ど を ふ ま え 、 適 切 で お い し い と 感 じ ら れ

る 食 事 を 衛 生 的 に 提 供 し 、 「 食 」 に つ い て 患 者 さ ん 自 身 も 関 心 を 持 て る よ

う な 、 栄 養 指 導 を は じ め と す る 栄 養 管 理 を 行 っ て い ま す 。  

ま た 、 状 況 に 応 じ て 、 食 事 の 内 容 だ け で な く 、 摂 取 の 方 法 な ど に つ い て

も 医 療 チ ー ム の 一 員 と し て 、 サ ポ ー ト し て い ま す 。  

当 セ ン タ ー で は 、 摂 食 障 害 を は じ め と し た 、「 食 べ る 」 こ と に 悩 ん で い

る 方 に 対 し て 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 大 切 に 、 時 間 を か け て 、 食 に 対 す る

適 切 な 理 解 を 得 ら れ る よ う な 、 個 別 の 栄 養 指 導 を 行 っ て い ま す 。  

こ の よ う な 関 わ り を 通 じ て 、 「 食 べ る こ と は 楽 し い 、 元 気 の 源 に

な る 、 食 べ る こ と は 大 切 だ 」 と 患 者 さ ん が 感 じ て も ら え る こ と を 目

指 し て い ま す 。  

 

 管 理 栄 養 士 に つ い て  

こ の 夏 、 グ リ ー ン カ ー テ ン で 節 電 に 取 り 組 ん で い ま す



 
 

～～思思春春期期のの精精神神障障害害ににつついいてて～～  

    

 

近 年 、 精 神 科 医 療 機 関 へ 受 診 す る 思 春 期 の 子 ど も が 増 加 し て い

ま す 。  

受 診 の 理 由 は 、 学 校 に 行 け な い 、 食 事 が 摂 れ な い 、 周 り の 子 ど

も た ち と う ま く 付 き 合 え な い 、 自 傷 行 為 を 繰 り 返 す な ど で す 。  

こ う し た 子 ど も た ち の 症 状 は 、 き わ め て 多 彩 で す 。  

そ の 主 な 症 状 は 次 の よ う な も の で す 。  

 

 身 体 不 定 愁 訴 （ 頭 痛 、 腹 痛 な ど ）  

 不 安 症 状  

 対 人 恐 怖  

 強 迫 症 状  

 解 離 症 状 （ も う ろ う 状 態 な ど ）  

 抑 う つ 症 状  

 問 題 行 動 （ 自 傷 行 為 、 摂 食 異 常 、 不 登 校 、 ひ き こ も り な ど ）  

 精 神 病 症 状 （ 幻 覚 ・ 妄 想 ）  

 

思 春 期 の 子 ど も は 、 ス ト レ ス の 増 大 に よ る 内 的 葛 藤 の 高 ま り を 、

言 葉 よ り も 身 体 症 状 や 問 題 行 動 を 通 し て 表 現 す る 傾 向 が み ら れ ま

す 。 そ の た め 、 診 療 の 際 、 医 療 者 は 子 ど も の 言 葉 に よ る 訴 え だ け で

は な く 、 身 体 の 変 調 や 行 動 に 対 し て も 注 意 し な が ら 関 わ っ て い ま す 。 

ま た 、 子 ど も の 症 状 は ま わ り の 環 境 の 影 響 を 受 け や す い た め 、 家

族 や 学 校 の 先 生 な ど 周 囲 の 人 に も 治 療 に 協 力 し て も ら う 必 要 が あ

り ま す 。  

さ ら に 思 春 期 の 病 像 は 、 成 長 と と も に 変 化 す る こ と が 多 い こ と を

心 得 て お か な け れ ば い け ま せ ん 。  

こ の よ う に 思 春 期 の 精 神 障 害 は 、成 人 の 精 神 障 害 と は 違 っ

た 特 徴 が あ る た め 、 専 門 的 な 医 療 機 関 で 治 療 す る こ と が 望 ま

し い と い え ま す 。  

 

 

 

 

～～思思春春期期のの精精神神障障害害ににつついいてて～～  



～～医医療療観観察察病病棟棟のの整整備備ををすすすすめめてていいまますす～～  
 

当 セ ン タ ー で は 平 成 25 年 秋 の 開 棟 を 目 途 に 、 医 療 観 察 病 棟

の 整 備 を す す め て お り 、 8 月 に 工 事 を は じ め ま す 。  

セ ン タ ー た よ り で の 医 療 観 察 病 棟 整 備 に 関 す る 2 回 目 の 特 集

と し て 、 今 回 は 工 事 内 容 な ど に つ い て ご 紹 介 し ま す 。  

 

 

 

 

 

～  精 神 に 障 害 を 持 つ 人 の 社 会 復 帰 を 促 進 す る た め の 制 度 で す  ～  

精 神 障 害 の た め に 善 悪 の 区 別 が つ か な い な ど 、刑 事 責 任 を 問 え な い 状 態（ 心

神 喪 失 又 は 心 神 耗 弱 の 状 態 と い い ま す ） で 、 殺 人 、 放 火 、 傷 害 （ 重 大 な も の ）

と い っ た 重 大 な 他 害 行 為 を 行 っ た 人 に つ い て 、 精 神 科 の 専 門 的 な 医 療 の 提 供

や 、 社 会 的 な 調 整 を 行 う し く み を 整 え る こ と な ど に よ り 、 再 び 不 幸 な 事 態 が

繰 り 返 さ れ な い よ う 、 司 法 、 行 政 、 医 療 ・ 福 祉 機 関 が 連 携 し 、 社 会 復 帰 を 継

続 的 に 支 援 ・ 促 進 す る こ と を 目 的 と す る 「 心 神 喪 失 等 の 状 態 で 重 大 な 他 害 行

為 を 行 っ た 者 の 医 療 及 び 観 察 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 17 年 7 月 施 行 ）」（ 以 下

「 医 療 観 察 法 」 と 呼 び ま す ） に 基 づ く 、 精 神 科 の 入 院 医 療 を 提 供 す る た め の

入 院 病 棟 を 医 療 観 察 病 棟 と 呼 ん で い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

当 セ ン タ ー で の 医 療 観 察 病 棟 建 設 工 事 に つ い て 、滋 賀 県 議 会 平 成 24 年 6 月

定 例 会 で 工 事 請 負 契 約 の 締 結 議 案 が 議 決 さ れ た こ と か ら 、8 月 下 旬 か ら 工 事 を

着 工 す る こ と に な り ま し た 。  

【 工 事 の 概 要 】  

工 事 場 所： 草 津 市 笠 山 八 丁 目 ４ － ２ ５  

契 約 期 間： 平 成 24 年 7 月 12 日 ～ 平 成 25 年 8 月 31 日  

工 事 内 容： 医 療 観 察 病 棟 建 設 工 事 （RC 二階建て 建床総面積 2,709.64 ㎡） 

屋 外 付 帯 工 事 、 解 体 工 事  ほ か  

施 工 業 者： 建 築 工 事： 株 式 会 社  内 田 組  

電 気 設 備 工 事： マ ル イ チ エ ン ジ ニ ア リ ン グ 株 式 会 社  

機 械 設 備 工 事： 一 圓 テ ク ノ ス 株 式 会 社 

医療観察病棟開棟建設工事の着工について 

医療観察病棟とは(はじめての方へ）  

～～医医療療観観察察病病棟棟のの整整備備ををすすすすめめてていいまますす～～  



 

近 隣 の 皆 さ ま に は 工 事 期 間 中 大 型 車 両 の 通 行 な ど で ご 迷 惑 を お か け す る こ

と に な り ま す が 、 し ば ら く の 間 ご 協 力 を お 願 い し ま す 。  

な お 、精 神 医 療 セ ン タ ー 周 辺 の 工 事 車 両 の 通 行 ル ー ト は 次 の と お り と な り ま す 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医 療 観 察 病 棟 の 整 備 に あ た り 、 地 元 の 関 係 機 関 等 と よ り 円 滑 な 業 務 関 係 を

支 え る た め の 地 域 連 絡 会 議 の 立 ち 上 げ を す す め て い ま す 。  

当 セ ン タ ー で は 、 地 元 の 関 係 機 関 に 加 え て 、 地 域 住 民 代 表 の 方 に も 参 画 い

た だ き 、 運 営 状 況 な ど 可 能 な 限 り の 情 報 を 提 供 し 、 地 域 と の 連 携 を 図 っ て い

き た い と 考 え て い ま す 。  

 

 

 

 

医 療 観 察 病 棟 開 設 準 備 室  

電 話  
０ ７ ７ － ５ ６ ７ － ５ ０ ０ ８ （ 直 通 ）  
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第一病棟で夏祭りが開催されました  

 

8 月 １ 日 (水 )に 第 1 病 棟 の 夏 祭 り が あ

り 、 デ イ ケ ア の ス タ ッ フ も 参 加 し ま し た 。  

屋 内 に は 輪 投 げ や あ て も の 屋 、中 庭 に テ ン ト

が 立 て ら れ 、 ヨ ー ヨ ー つ り や 、 足 湯 な ら ぬ  

「 足 プ ー ル 」 な ど 、 お 祭 り の 光 景 そ の ま ま の 雰 囲 気 と

な り ま し た 。 (よ く 準 備 で き た な ぁ と 感 激 し ま し た ) 

病 棟 の ス タ ッ フ も ひ と り の 参 加 者 と し て 一 緒 に 楽 し む ぞ ！ と い う 心 意 気 や 、 

患 者 さ ん の 笑 顔 に 触 れ る こ と が で き

ま し た 。  

デ イ ケ ア の ス タ ッ フ は 、 以 前 に よ

さ こ い 踊 り で 楽 し ん で い た 患 者 さ ん

の 姿 が 忘 れ ら れ ず 、 今 年 も よ さ こ い

踊 り で 繰 り 出 し ま し た 。 こ う し て 、

ま た ま た 元 気 が も ら え た な ぁ と 感 じ

る 夏 祭 り で し た 。  

 

「グリーンカーテン」成長中です 

今 夏 の 節 電 対 策 お よ び 治 療 の 一 環 と し て 、 ゴ ー ヤ 、 ア サ ガ オ に よ る  

グ リ ー ン カ ー テ ン を 設 置 し て い ま す 。  

グ リ ー ン カ ー テ ン に よ り 、直 射 日 光 の 遮 光 や

蒸 散 効 果 に よ る 院 内 の 室 温 上 昇 の 抑 制 を 図 る

ほ か 、苗 の 植 え 付 け や 水 や り と い っ た 植 物 の 世

話 に あ た っ て は 、当 セ ン タ ー の デ イ ケ ア お よ び

作 業 療 法 の 患 者 さ ん も 参 画 し て い ま す 。  

患 者 さ ん は 、 プ ラ ン タ ー に 植 え た 植 物 の ツ ル が 伸 び る 様 子 や 花 が 咲 く

様 子 に 喜 び を 感 じ た り 、 こ れ か ら の 収 穫 へ の 期 待 を 抱 く な ど 、 単 調 に な

り が ち な 療 養 生 活 へ の 良 い 刺 激 と な り 、物 事

に 対 す る 意 欲 向 上 に つ な が っ て い る よ う で

す 。  

今 回 の 節 電 対 策 を 通 じ て 、こ う し た 患 者 さ

ん の 変 化 に 接 す る こ と が で き 、現 場 だ け で な

く 職 員 全 体 の 仕 事 の 意 欲 向 上 に つ な が っ て

い ま す 。  

 

（ 事 務 局 ： S）  

 
（ デ イ ケ ア 担 当 ： H ）



交 通 のご案 内  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

外 来 診 療 のご案 内  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

※ホームページでもご覧 いただけます

h t t p : / / w w w . p r e f . s h i g a . j p / e / s e i s h i n /  

〒 5 2 5 - 0 0 7 2  

滋 賀 県 草 津 市 笠 山 8 丁 目 4 番 25 号  

滋 賀 県 立 精 神 医 療 センター 

TEL：077 ( 567 ) 5001/FAX：077 ( 567 ) 5033

診 療 日： 月 ～ 金 曜 日  

外来受付： 午 前 8 時 30 分 ～ 11 時 00 分 （ 予 約 制 ）  

休 診 日： 土 ・ 日 ・ 祝 祭 日 ・ 年 末 年 始  

※ 原 則 予 約 制 で す 。 事 前 に お 電 話 で 予 約 を お 取 り 下 さ い 。

予 約 受 付 時 間 ： 診 察 日 の 13 時 00 分 ～ 16 時 30 分  

予 約 専 用 電 話 ： ０ ７ ７ −５ ６ ７ −５ ０ ２ ３ （ 外 来 ）  

月 火 水 木 金

一般外来・内科 ○ ○ ○ ○ ○

思春期専門外来 ○ ○

アルコール専門外来 ○ ○

JR 瀬 田 駅 から 

1 .  バス（滋 賀 医 大 方 面 行 き）  

 大 学 病 院 前 下 車  徒 歩 １０分  

 歯 科 技 工 士 専 門 校 前 下 車 徒 歩 ５分

2.  タクシー 約 1５分  

南 草 津 駅 から 

1 .  バス（草 津 養 護 学 校 行 き）  

総 合 福 祉 センター前 下 車 徒 歩 １分 

2 .  タクシー 約 １０分  
 

自 動 車  

新 名 神 高 速 道 路 草 津 ・田 上 ＩＣから約 ５分  

診 療 日： 月 ～ 金 曜 日  

外来受付： 午 前 8 時 30 分 ～ 11 時 00 分 （ 予 約 制 ）  

休 診 日： 土 ・ 日 ・ 祝 祭 日 ・ 年 末 年 始  

滋賀県立
精神医療センター

月 火 水 木 金

一般外来・内科 ○ ○ ○ ○ ○

思春期専門外来 ○ ○

アルコール専門外来 ○ ○


